
今の世の中、私たちのまわりに

は便利なものがいっぱいあります。

腕につけた腕時計はいつでも時間

をおしえてくれますし、ホームで

待っていればほどなく電車がきて

目的のところに運んでくれます。

でも、電車に乗るには、駅まで

行かねばなりません。それなら自

分で車を運転してでかければよい

ということになりますが、そのた

めには運転免許を持っていなけれ

ばなりませんし、車も必要です。

こうしてみると、電車は子供でも

運転免許のない人でも、だれでも

いつでも利用できるという便利さ

があります。

希望するところに着けばよいと

いうことでいえば、車でも電車で

もいちおうは同じことができると

いうわけですね。

さて、この話を私たちの無線通

信にあてはめてみると、アマチュ

ア無線であればより多くの無線通

信の楽しみが味わえますが、それ

には免許だ無線機だといろいろと

やっかいなことも出てきます。そ

こで、そんなやっかいなしに、ち

ょっと何かをやってみようという

ときに利用されるのがワイヤレ

ス・マイク、いわゆる微弱な電波

による免許のいらない通信という

やつです（第 1図）。

ワイヤレス・マイクといえば、

昔は AM ワイヤレス・マイクでし

た。これは、昔は AM ラジオしか

なかったからです。でも FM 放送

が始まって FM ラジオが登場して

からは、ワイヤレス・マイクとい

えば FM ワイヤレス・マイクのこ

とをいうのが常識です。

今や、FM ラジオというのはど

この家庭にもある時代になってお

り、それにつれて FM ワイヤレ

ス・マイクも普及しています。そ

して、こんな FM ワイヤレス・マ

イクを FM ラジオとペアにして簡

単なトランシーバーにしたり、い

ろいろなもののリモコンに利用さ

れたりしています。

そこで私も何度か FM ワイヤレ

ス・マイクを作ってみたのですが、

これがなかなかむずかしいのです。

これらは LC による自励発振でや

るわけですが、どうも周波数安定

度に問題があるらしく、うまくい

きませんでした。

そんなところに CQ 編集部の T

さんが持ってきてくれたのが、モ

ト ロ ー ラ の “Low Power FM 

Transmitter System”という IC の

MC2831A でした。 これは使えそ

うだ、ということでやってみたの

いつでも利用できる便利さ
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が、これから紹介する FM ラジオ

の FM ワイヤレス・マイクです。

このあとだんだんとお話してい

きますが、MC2831A はどちらかと

いえば FM ワイヤレス・マイクの

ようなワイドバンド FM 用ではな

くて、アマチュア無線のようなナ

ローバンド FM 用の IC です。

したがって、MC2831A はまずア

マチュア・バンドの中での利用が

考えられるのですが、前にお話し

たような FM ワイヤレス・マイク

への思い入れがあったために、今

回は FM ワイヤレス・マイクへの

応用になったわけです。

もうひとこと付け加えれば、こ

れから作る FM ワイヤレス・マイ

クは本誌1984年7月号で紹介した

“マイク・リモートコントローラー”

の相手をつとめてくれるのではな

いかということもあります。

前置きが長くなりましたが、

MC2831A の紹介から始めること

にしましょう。

第 2 図が、ローパワーFM 送信

システム “MC2831A” のブロッ

ク・ダイヤグラムと外観と特徴で

す。MC2831A はコードレス電話や

FM 通信機器用に開発されたもの

で、第 2図のブロック図でもわか

るように中にはマイク・アンプ、

パイロット・トーン発振器、VCO

（電圧制御発振器）、それに電池チ

ェッカーがはいっています。

MC2831A の心臓部は、なんとい

っても VCO です。これは RF 発振

と可変リアクタンスで構成され、

もちろんここで FM 変調が行われ

ます。

パイロット・トーン発振器とい

うのは、コードレス電話用なので

しょうか?。 私たちにとっては、

モールス符号を送る F2 送信用と

して使えそうです。

電池チェッカーは電池の消耗を

LED で知らせるもので、たとえば

単 3 乾電池 4 個の 6V でこれが

4.8V になったら電池チェッカー

が働くように可変抵抗器をセット

しておくと、電池の電圧が 4.8V

以下になると LED が光ります。な

お、電池チェッカーが動作してい

MC2831A の紹介
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ないときの消費電流は、290μA

（VCC＝4V のとき）とほんのわず

かです。

では、データ・シートに示され

ている MC2831A の応用回路を紹

介してみましょう。第 3図がそれ

で、これを見るといろいろなこと

がわかります。

まず、いちばん気になる FM 変

調ですが、これは VXO 方式で水

晶発振に FM 変調をかける VCXO

と呼ばれるものです。この回路で

は、水晶発振子に直列にはいって

いるコイルがポイントであること

は、私たちの経験でわかります。

なお、第 3 図にある 16.605MHz と

いうのは、たぶんコードレス電話

用でしょう。実際にはこれを 3 逓

倍して 50MHz 近くで使うようで

す。

第 1 表は、データ・シートに示

された MC2831A の電気的特性の

うちの FM 変調の部分を示したも

のです。これを見ると、この IC

は 30MHz まで使え、FM 変調は数

kHz の範囲のナローバンド用であ

ることがわかります。

第 3 図にもどって、ピン 7 のト

ーン SW をみると、ピン 7 をアー

スしたときにトーン発振は OFF

となり、開放したときに ON とな

って発振します。また、トーン発

振の発振周波数は、第 3図の回路

定数だと 5kHz くらいとかなり高

いようです。モールス符号を送る

F2 用とするには、L や C の値を変

える必要があります。

そのほか、MC2831A のデータ・

シートに付いてきた技術資料の中

で興味深いものに、58MHz におけ

る 3 倍オーバートーンと基本波の

場合の FM 変調の結果があります。

これを見ると、デビエーションは

3 倍オーバートーンのほうは

±1kHz くらいなのに、基本波だと

±10kHz 近い値が楽に得られてい

る例が紹介されています。基本波

で 58MHz という水晶発振子は、私

はまだ見たことがありませんが、

VCXO に対してはやはり基本波で

ないとだめなようです。

これでひととおり MC2831A の

紹介が終わりました。これから実

験してみる FM ワイヤレス・マイ

クの計画をまとめてみましょう。

第 4 図が、今月実験する FM ワ

イヤレス・マイクの計画です。

実は、この FM ワイヤレス・マ

イクの実験をするにあたっては、

もう一つ伏線がありました。それ

は、以前 JA1AMH 高田 OM からお

あずかりしていた、ソニーのリチ

ウムタンタレート振動子を使って

みようということでした。

実は、その後の高田 OM のお便

りではこのリチウムタンタレート

振動子は製造中止になっていると

いうことなのですが、ソニーの

FM ワイヤレス・マイクに使われ

ていてデビエーションもちゃんと

とれるたいへん興味深いものです。

モノがなくてはどうしょうもない

のですが、一度は作られて手もと

にあるものですから、今後の可能

性がないというわけでもないとい

うことと、これから再出現を期待

して実験に加えることにしました。

…というわけで、この FM ワイ

ヤレス・マイクの実験では、やは

りいろいろな発振子に FM をかけ

てみるのが中心となりますので、

第 4 図のように水晶とセラミック、

それにリチウムタンタレートの三

つの発振子（写真 1）を使ってみ

ることにします。

なお、このままではいずれも周

波数が低いので、MC2831A のあと

にトランジスタの逓倍をつけてお

くことにします。

第 5 図が、実験する FM ワイヤ

レス・マイクの回路です。まず電

源電圧ですが、最初は 4.5V でやっ

ていたのですが、これでとてもう

まく働きます。データ・シートの

電気的特性はVCC＝4Vのときが示

されていますが、これを見ると電

源電圧は 4.5V が推しょう値なの

かもしれません。

なお、電源電圧を 4.5V とするに

は、トランジスタのバイアス抵抗

RBを 22kΩ に変えれば OK です。

第 5 図で電源電圧を 6V としたの

もう一つのヒーロー

リチウムタンタレート振動子
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は、あとで使用するケースが単 3

乾電池 4 個（6V）用の電池ケース

付きだったからという単純な理由

によるものです。

トーン発振器の発振周波数は、

カット＆トライでやっていった結

果、第 5図のようになりました。

これで発振周波数は約 1.5kHz、で

きればもう少し低くしたいところ

ですが、L も C も形が大きくなっ

てプリント板の上に乗りきれなく

なるのであきらめました。

VCXOをうまく働かせるための

L1 に使ったコイルは、120pF と組

み合わせて 7MHz に共振するもの

で、このときのインダクタンスは

約 4.6μH で今回の実験にはぴっ

たりでした。

では、第 5 図に示した部分をプ

リント板の上に作ることにして部

品を集めましょう。なお、発振子

X だけはあとまわしにします。

第 2 表は、発振子を除いて FM

ワイヤレス・マイクの組み立てに

必要な部品の一覧です。

第 6 図が、プリント板を作るの

に必要なプリント・パターンです。

プリント板の加工が終わったら、

部品を取り付けて組み立てておき

ましょう。

では、実験の開始です。第 7図

のように周波数カウンターをつな

ぎ、発振子を変えて L1 を調整しな

がら発振周波数の変わりぐあいを

調べてみます。

  まず、第 4 図の①の水晶発振子

です。これは、4 逓倍すると約

88MHz となり、FM ラジオで受信

できます。結果は L1なし（ショー

ト）で 22.133MHz だったのが L1

を入れると 22.120MHzと十数 kHz

の変化が得られましたが、FM ラ

ジオで受信するにはやはり変調が

浅いようです。

つぎは②のセラミック発振子、

これはムラタの CSA タイプのセ

ラロックで、L1のコアをいっぱい
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入れたほう（インダクタンスは大

きい）から次第に抜いてくると、

まず基本波の 9MHz（実際には、

8.2MHz あたりで発振した）で発

振し、FM 変調はかなり深くかか

ります。でも、FM ラジオで受信

できる周波数を得るには 9～10 逓

倍が必要で、ちょっと実用になり

そうにありません。

そこで L1 のコアを抜いていっ

たら、27MHz 台のオーバートーン

発振になりました。これでうまく

FM 変調がかかってくれればあと

3 逓倍で 81MHz になるのですが、

やはり水晶発振の場合と同じよう

に、変調はたいへん浅いようでし

た。

  そして最後は③のリチウムタ

ンタレート振動子、これはきちん

と 26MHz 台で発振し、L1 を調整

すると百 kHzオーダーでどんどん

と周波数が変わります。FM ラジ

オで受信しても FM 放送と同じよ

うに変調がかかり、まったく FB

でした。

  …というわけで、水晶発振子の

場合にはやはりナローバンド FM

用で、これはなかなかうまくいき

ます。セラミック発振子はカタロ

グを見るとセラロックの CSA タ

イプでは 30MHz までできること

になっており、もし基本波で

26MHz 台のものが得られればワ

イドバンド用としても可能性があ

るのではないかと思います。これ

からの発展が期待できます。

そしてリチウムタンタレート振

動子、この救世主的な発振子のカ

ムバック、あるいは新しい出現を

待ってやみません。

高田 OM からおあずかりしたリ

チウムタンタレート振動子をつな

いで、FM ワイヤレス・マイクを

完成させ、アイデアルの GM-3 と

いう単 3 乾電池 4 個入りの電池ケ

ースのついたプラスチック・ケー

スに収めました（写真 2）。

第 8 図が、FM ワイヤレス・マ

イクをケースに収める場合の全体

のつなぎ方です。ちょっと変わっ

ているのはマイク・ケーブルを送

信アンテナに使っていることで、

これはなかなかうまく働いてくれ

ました。

これで、MC2831A を使った FM

ワイヤレス・マイクの実験は終わ

りです。 MC2831A がもう 1 個あ

りますので、今度はアマチュア・

バンド内のナローバンド FM をや

ってみようと思っています。
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